


●　この製品に接続する同軸ケーブルには、テレビ電波以外に電流が流れることがあります。電源コードや同軸
ケーブルなどを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったりしないでください。ま
た、重いものをのせたり、加熱したり、（熱器具に近づけたり）引っぱったりしないでください。
　電源コード、同軸ケーブルなどが傷んだときは（心線の露出、断線など）お買い上げの販売店もしくは工
事店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると火災や感電などの原因となります。

●　この製品を直射日光の当たる場所や調理台、加湿器のそばなど高温になる場所、油煙や湯気が当たるような
場所に設置しないでください。火災や破損の原因となります。

●　強度の弱い場所、不安定な場所、ぐらついたり振動する場所や傾いた場所に設置しないでください。
　落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。

●　高所などに設置する場合は、足場と安全を確保して行なってください。
　落ちたり、すべったりしてけがの原因となります。

●　この製品のケースを開けたり、分解したりしないでください。また、お客様による修理や改造はしないでく
ださい。感電やけがの原因となりますし、性能維持ができなくなり、故障の原因となります。

●　この製品の通風孔をふさいだり、通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなど異物を差し込んだりし
ないでください。火災や感電の原因となります。

●　万一、煙が出たり、変な臭いがする場合は、すぐにこの製品の電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。そのまま使用すると火災や感電の原因となります。煙や臭いがなくなるのを確認して販売店もしくは工
事店に修理をご依頼ください。

●　万一内部に水などが入った場合は、まずこの製品の電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売
店もしくは工事店にご連絡ください。そのまま使用すると火災や感電の原因となります。

●　この製品は屋内専用です。この製品を屋外に設置したり、風呂場や洗い場など水がかかる場所やほこりの多
い場所、水などの入った容器の近くなどに設置しないでください。火災や感電の原因となります。

●　取り付けネジや接栓の締め付け力（トルク）に指定がある場合は、その力（トルク）で締め付け、堅固に取り付
け固定してください。落下や破損して、感電やけがや故障の原因となります。

●　雷が鳴り出したら、この製品には触れないでください。
　感電の原因となります。

●　この製品の本体を引っ張り強さ0.39kN以上の金属線または直径1.6以上の軟銅線で接地してください。
　接地しないと避雷やシールドの効果がさがり、感電や故障の原因となります。

警告

安全上のご注意
△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）が描かれています。

　　記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

●　表示された電源電圧（AC100V　50/60Hz）以外の電圧で使用しないでください。火災や感電の原因とな
ります。

●　テレビ受信関連工事には技術と経験が必要ですので、お買い上げの販売店もしくは工事店にご相談くださ
い。

●　AMラジオからは1.5m以上離して使用してください。AMラジオの近くで使用しますとラジオ音声にノイズ
が入る場合があります。
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●　ヒューズは容量および形状・規格の違うものを使用しないでください。
　火災や感電の原因となることがあります。

●　ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。

●　電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱるとコードが傷つき、
火災や感電の原因となることがあります。

取扱説明書
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お取扱いの前に
●  増幅器を落としたり、ぶつけたりしないよう注意してください。
●  電源を供給する前に機能アースを必ず接地してください。なお、機能アースは安全アースではありません。
● ヒューズが切れた時は、原因を確かめてから予備ヒューズと交換してください。ヒューズ交換時は必ず電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。

● 接続する同軸ケーブルが7Cタイプの場合には、必ずコンタクトピン付き接栓をご使用ください。心線径が1.3㎜を超
えるケーブルを直接接続すると変形や接触不良などの原因となります。

●  接続する同軸ケーブルの接栓取り付けは、その同軸ケーブル専用の接栓を説明書通り加工してご使用ください。
　特殊な加工をしたものを使用すると特性の悪化や機器の破損につながります。
●  入出力端子へのF形接栓の接続は、接続ナットを2N・ｍで締め付けてください（2N・ｍを越えるトルクでは締め付け
ないでください）。

●  上り帯域の調整は、必ず管轄ケーブルテレビ事業者の了解のもとで行なってください。
●  正常な動作を確認するために、定期的な点検を実施してください。

－６０以下

７０～７７０ １０００～２６０２１０～５５（３０～５５）
１０以下（利得最大時）

２.５以下２.０以下
－６３以下 －３１以下－６０以下
－ －６３以下－７０以下

－６０以下 －－
±３.０以内±２.０以内

     メンテナンス
いつまでも美しいテレビ映像をお楽しみいただくために、1年に1回は専門業者に保守点検を依頼してください。
※この製品を処分するときは、産業廃棄物として処理してください。

※1　スイッチ切換式
※2　デジタル（550～770MHz）は－10dB運用
※3　利得標準時　

     性能規格

　品　　　　　　　名　
周 波 数 帯 域（MH z）　
最 大 伝 送 容 量 ( c h ) 　
標 準 入 力 レ ベ ル( dBμV )　
標 準 利 得 （ d B ）
利 得 調 整 範 囲 （ d B ）
定 格 出 力 レ ベ ル(dBμV )　
入 力 モ ニ タ ー （ d B ）
内 部 モ ニ タ ー （ d B ）
出 力 モ ニ タ ー （ d B ）
入 力 E Q （ T I L T ） （ d B ）
入力EQ（逆T I L T）（ d B）
入 力 E Q 　 （ d B ）
入 力 A T T （ d B ）
出 力 A T T （ d B ）
T I L T 　 　 （ d B ）

伝送帯域内周波数特性（dB）

品 　 　 　 番 （ B L 型 式 ）  
周 波 数 帯 域（ M H z ）  
雑 音 指 数 （ d B ）
電 圧 定 在 波 比 　

相 互 変 調
  （dB）(※3)

C 　 T 　 B（dB）(※3)
利 得 安 定 度 （ d B ）
ハ ム 変 調（dB）(※3 )
入 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス ( Ω )

耐 衝 撃 波 性 能 　 

使 用 温 度 範 囲 ( ℃ )
コ ン バ ー タ 供 給 電 源 　
電　　　  　源 (V)
消  費  電  力  (W)
外    形    寸    法 (ｍｍ)
質           　　  量   (ｋｇ)

CS/BS-IF・CATV増幅器 CATVCSBS2WH2（CATV・CS・BS-２W-H）
１０～５５（３０～５５）※1
TV２ DATA
８０

３０以上（増幅時）、０～ー７（パス時）

７０～７７０
TV７４ デジタル※2

７２
３８以上

１０００～２６０２
BS１２  CS２４

７３
３０/４０以上

１１０（フラット出力） １１０（フラット出力） １０３/１１３（１０００/２６０２MHz）
－２０

－２０

－２０
－２０/－１２

－２０

－２０
－

－ －

0､－２、－４、－８（７０MHz値） －
－ 0､－２、－４、－８（７７０MHz値） －
－ ０/－３/－５（４５０MHz値）

0､ー５/ー１０、ー１５/ー20 0､ー２/ー４、ー６/ー１２
0､ー２/ー４、ー６/ー１２ － －
０～ー６以上（１０MHz値） 0､－４、－８（７０MHz値） ０～ー８以上（１０００MHz値）
全帯域で
±１.０以内

全帯域で
±２.０以内

任意の３４.５MHz
で±１.０以内、チル
ト直線に対し全帯
域で±２.５以内

０～－１０以上連続可変０～－15以上連続可変

75（F形C15）
　

－１０～＋４０
DC１５V 6W

AC１００（５０/６０Hz）
21（コンバータ用電源６Ｗ送出時28）
２08（H）×１7４（W）×66（D）

１.8

±15kV（１.２/５０μs）
入出力端子
電 源 端 子

IM2
IM3

     保証について

・この製品の保証期間は、お引き渡しの日から2年間です。保証期間内に取扱説明書、施工説明書記載事項に従った正常な使用
状態で故障した場合、ご購入店または本書最終ページに記載のDXアンテナ カスタマ－センターにお申し付けください。ただし、
下記の場合は保証期間内でも有償修理となります。
①住宅、事務所、学校、病院、ホテルまたは旅館以外で使用した場合の不具合。　②ユーザーが適切な使用、維持管理を行わな
かったことに起因する不具合。　③メーカーが定める施工説明書などを逸脱した施工に起因する不具合。　④メーカーが認めた
者以外の者による住宅部品の設置後の移動・分解などに起因する不具合。　⑤建築躯体の変形など住宅部品本体以外の不具合に
起因する当該住宅部品の不具合、塗装の色あせなどの経年変化または使用に伴う摩耗などにより生じる外観上の現象。⑥海岸付
近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境に起因する不具合。　⑦ねずみ、昆虫などの動物の行為に起因する不具合。　
⑧火災・爆発事故、落雷・地震・噴火・洪水・津波など天変地異または戦争・暴動等破壊行為による不具合。　⑨消耗部品の消
耗に起因する不具合。 ⑩電気の供給トラブルなどに起因する不具合。
・生産中止後の取替えパーツ（ヒューズ：B種溶断ミゼット形 250V （10A））の供給可能な期間は10年です。

取扱説明書

0/－5/－１０（１０００MHz値）
0/－5/－１０
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取扱説明書

83/93dBμVを超えないように

出力モニター端子が83/93dBμVを
超えないように調整してください。

1000MHzの出力レベルを連
続で0～－8dB調整できます。

20  21

⑥⑦
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CATV下り入力EQスイッチ、CATV下りTILTスイッチ、CS/BS-IF入力EQスイッチの操作 ②⑦⑱

7 0MH z付近を基準として
770MHzの利得が減衰します。

下り入力ＥＱスイッチの操作を
組み合せて0dBから－14dBま
で2dBステップの設定が可能で
す。

0
－2
－4
－6
－8
－10
－12
－14

70

－2dB
－4dB
－2dB+－4dB
－8dB
－2dB+－8dB
－4dB+－8dB
－2dB+－4dB+－8dB

770 （MHz）

（dB）

770MHz付近を基準として
70MHzの利得が減衰します。

下り入力ＥＱスイッチの操作を
組み合せて0dBから－14dBま
で2dBステップの設定が可能で
す。

0
－2
－4
－6
－8
－10
－12
－14

70

－2dB
－4dB

－2dB+－4dB
－8dB

－2dB+－8dB
－4dB+－8dB

－2dB+－4dB+－8dB

770 （MHz）

（dB）

70MHz、770MHz付近を基準
として4 5 0M H z の利得が
3dB/5dB減衰します。

770MHz付近を基準として70MHzの利得が減
衰します。

下りＴＩＬＴスイッチの操作を組み合せて、
0dBから－12dBまで4dBステップの設定が可
能です。

0

－5
－3

70 450 770 （MHz）

（dB）

70 770 （MHz）

－4dB

－8dB

－4dB+－8dB

（dB）
0

－4

－8

－12

入力切換スイッチの操作 ⑰
CS/BS-IFCATV下り

混合

CATV下り CS/BS-IFCS/BS-IFとCATV下りを
別々の入力でご使用の場合

スイッチは左側（別入力）に
セットしてください。

CS/BS-IFとCATV下りの混
合入力でご使用の場合

スイッチは右側（混合入力）
にセットしてください。

ATTスイッチの操作  ①⑧⑬⑱

10～55MHzがフラットに減
衰します。

上り入力ＡＴＴスイッチの操
作を組み合せて0dBから－
30dBまで5dBステップの設
定が可能です。

0

－2

－4

－6

－8

－10

－12

－14

－16

上り 10

－2dB

－4dB

－6dB

－2dB －6dB

－4dB －6dB

－12dB

－2dB －12dB

－4dB －12dB

55
下り 70 770

（MHz）

（dB）

+

+

+

+

0

－5

－10

－15

－20

－25

10

－5dB

－10dB

－15dB

－20dB

－20dB －10dB

55 （MHz）

（dB）

－30

－20dB －5dB+

+

70～770MHzがフラットに減衰し
ます。

下り入力ＡＴＴスイッチの操作を組
み合せて0dBから－16dBまでの設
定が可能です。

上記特性のように10～55MHzがフラットに減衰します。（この時、
出力レベルは選択したATTの加算量だけさがります。）

上り出力ＡＴＴスイッチの操作を組み合せて0dBから－16dBまで
2dBステップの設定が可能です。

－10dB

－5dB

CS/BS-IF 1000 2602（MHz）

0

－10

（dB）

0

－5dB

－10dB

1000CS/BS-IF 2602（MHz）

②CATV下り入力EQ（TILT）スイッチ

①ＣＡＴＶ下り入力ＡＴＴスイッチ

⑱CS/BS-IF入力ATTスイッチ

⑧ＣＡＴＶ上り入力ＡＴＴスイッチ

⑬ＣＡＴＶ上り出力ＡＴＴスイッチ

⑱CS/BS-IF入力EQスイッチ

⑦CATV下りTILTスイッチ

②CATV下り入力EQ（逆TILT）スイッチ

②CATV下り入力EQ（450MHz）スイッチ

左の2つのスイッチ
の組み合わせで左
記特性のように－
16dBまで2dBス
テップの設定ができ
ます。

2602MHz付近
を 基 準 と し て
1000MHzの利
得が減衰します。

1000～2602MHzがフラッ
トに減衰します。
※「CS/BS-IF入力EQスイッチ」の操
作に関してはこのページの右下をご覧
ください。

※「CS/BS - I F入力
ATTスイッチ」の操
作に関してはこの
ページの中央右側を
ご覧ください。

上り

下り
下り

下り

下り

施工説明書 施工前にこの施工説明書をよく読み、正しく施工してください。また製品の外観に異常がないか、付属品が正しく
入っているか確認してください。

・当社の定める施工説明を逸脱しない据付工事に不具合（瑕疵）が生じ、施工者が無償修理や損害賠償を行なった場合、BLマークの証紙の貼付（又は刻
　印等）がされている部品については、一般財団法人ベターリビングのBL保険制度に基づき保険金が支給されます。
・BLマークの証紙の貼付（又は刻印等）がされている部品については、万一、当社又は設置工事施工者による瑕疵保障責任等が行えない場合、これに代
　わる措置が同財団から受けられます。
・BL保険制度については、同財団のホームページ（http://www.cbl.or.jp/）をご覧ください。 
　なお、BL保険制度に関する質問は、同財団（Tel 03－5211－0680）でもお受け致します。








